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研究題目：E1101：銀河の多色撮像観測の実習と教材化   代表者：富田晃彦（和歌山大学） 

 

先に計画されていた、文教大学（山縣朋彦氏指導）、三重大学（伊藤信成氏指導）

の学生実習に合流する形で、和歌山大学の学生実習を行った。和歌山大学としては今

年度から始め、今回は和歌山大学からは大学院生 3人が参加した。滞在中、2K CCD

で球状星団M 15と、超新星 2011feが出現していた銀河M 101の B,V,R 撮像を行っ

た。学生は 5つの班に分かれて実習を行った。画像は IRAFを用いて整約し、Makalii

を用いて各種物理量を算出した。和歌山大学の学生は 1人ずつ、5つの班のうち第

1,2,3班にわかれ、いずれも 2011feについての解析を進めた。超新星のカラーを求め

て主系列星のカラー系列と比較して色温度を推定したり、銀河の距離を与えて超新星

の絶対等級を求めて、超新星の光度曲線から爆発後の日数を推定したり、また、超新

星の最大光度時と仮定して、銀河までの距離を推定したりした。この実習中に新しい

撮像データは得られたが、天候条件があまりよくなかった。 

 

なお、和歌山大学で教員を目指す学生にとって、木曽学生実習は特に以下 3点で重

要である。 

(1) 研究の拠点としての天文台を直に知る機会になる。研究のための工場があり、開

発のために技官がおり、研究者が張り付いている。ソフト、ハード両面で、現場

の人が作り上げているということを知ってほしい。こういった現場を知って、理

科の先生になってほしい。 

(2) 共同利用という研究環境を直に知る機会になる。 

(3) 小さな大学、地方の大学だと、他大学の学生と共同して勉強する機会が少ないま

まである。木曽観測実習に来る学生は教員養成色が強い学生であり、学生の勉学

意欲が大いに向上する。 

 

和歌山大学の学生からの感想より： 

 初学者として、市民向けの天文台とはまた違った、研究施設としての天文台を見

ることができて、刺激になりました。予定表に書かれている使用者の割り振りや

ログノートなどを見るのも面白かったです。 

 他の大学の先生に会い、食事中など、いろんな話を聞くことができました。伊藤

先生からは聞いた、自身の木曽観測所での研究生活は今でも印象に残っています。 

 学生も教育学部同士だったので、そっちで話が盛り上がることも…。今でも交流

のある人もいます。 


